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日本司法福祉学会第 15回全国大会のご案内

大会概要

（本部）〒 360-0194　埼玉県熊谷市万吉 1700　立正大学社会福祉学部　村尾泰弘研究室
（委託事務局）〒 162-0801　東京都新宿区山吹町 358-5　アカデミーセンター

Tel：03-5389-6491　Fax：03-3368-2822

No.35

　　　　　　　　　　　　前橋信和（関西学院大学）
　　　　　　　　　　　　岩佐嘉彦（いぶき法律事務所）
　　　企画・担当　　　　遠藤洋二・松村歌子（関西福祉科学大学）
　13 時 10 分〜 17 時　パネル展示（ホール）
　　　　　　　　　　※学会関連団体等の活動を紹介します。
　16 時 45 分〜 17 時 30 分　日本司法福祉学会総会
　18 時 30 分〜　懇親会

◇第 2 日　8 月 3 日（日）
◇会　場　追手門学院大手前中高等学校

　午前 9 時 30 分〜 12 時　自由研究報告
　　　　　　　　　　　　 （報告 20 分、質疑応答 10 分）

　第 1 会場　　司会：服部　朗（愛知学院大学）

１．「民事司法における法律家と福祉分野の連携─司法書士事
　務所の事例からの考察─」…稲村厚（司法書士稲村厚事務所）
２．「公判におけるケースワーカーとしての寄与」	 	
	 ……………………………………………加藤暢夫（ponpe mintar）
３．「日本、ドイツ、フランスにおける高齢受刑者政策」
	 	 ……………………………………………鷲野明美（日本福祉大学）
４．「鑑定入院時の多職種チームの現状と課題に関する研究─
　多職種チームの支援と体制整備に対する考察─」
	 	 …………………大屋未輝（国立病院機構さいがた医療センター）
５．「裁判記録等を用いた児童虐待死４事例の分析結果から総合
　考察」	………………………………………齊藤知子（帝京平成大学）

　第 2 会場　　司会： 松友　了（早稲田すぱいく）

１．「島根県における触法障害者の「入口支援」の展開過程及
　び課題の検討─Ａ氏の事例を通じて─」	…京俊輔（島根大学）
２．「矯正施設を退所した障害者の地域生活支援体制に関する
　研究─相談機関への１年後追跡調査による 71 事例の分析
　を通して─」	 	
	 ……大村美保・相馬大祐・五味洋一（国立のぞみの園研究部）
３．「矯正施設退所者の経済的基盤に関わる実態と支援につい
　て」……………………………飯塚浩司、小林隆裕、新井邦彦
	 	 （国立のぞみの園地域支援部社会生活支援課）

４．「地域移行支援の対象施設拡大に伴う、障害のある矯正施設
　等退所者支援の今後についての一考察」	

　大会日時　　2014 年 8 月 2 日（土）〜 8 月 3 日（日）

　大会会場　　8 月 2日　追手門学院大阪城スクエア
　　　　　　　8月 3日　追手門学院大手前中高等学校

（大阪市中央区大手前 1丁目 3-20）
　　　　　　　［経路］大阪市地下鉄谷町線「天満橋」または 

　　　京阪「天満橋」から徒歩 8分。自家用車での
　　　来場はお断りします。

　大会テーマ　　「子どもと暴力」

　大会日程
◇第 1 日　8 月 2 日（土）

◇会　場　追手門学院大阪城スクエア

　午前 10 時〜 12 時　プレ企画
　　「講演　子どもの暴力に向き合う─韓国での取り組み─」
　　　講師　千　宗湖（Chun, Jong-Ho、チョン ジョンホ）氏
　　　　　　　（釜山家庭法院部長判事）
　13 時〜 13 時 10 分　オープニングセレモニー
　13 時 15 分〜 16 時 30 分　大会シンポジウム
　　「子どもの暴力が意味するもの──司法福祉の視座」
　　　コーディネーター　岩佐嘉彦（いぶき法律事務所）
　　　シンポジスト　　　石澤方英（千葉県立生実学校）
　　　　　　　　　　　　小谷信行（松山赤十字病院）

学会委員長挨拶
佐々木光明（神戸学院大学）

　新緑が淡くまぶしい季節ですね。その若葉の透明感と力強
さに励まされる思いも致します。さて、2014 年度「大阪大
会」は、活力あふれる若手・中堅が支える大会です。実行委
員会での討議の累積は、大会企画、運営の随所に生きている
と思います。みなさまの関心に応えるべく、また研究の進展
のために少しでもお役に立てるようお迎えしたいと思ってい
ます。大阪城を臨む、すばらしい会場の追手門学院大学でみ
なさまをお待ちしております。
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	 	 ………………………………………原田和明（南海福祉専門学校）

　第 3 会場　　司会：湯原悦子（日本福祉大学）

１．「追手門学院と大阪城の歴史を活かしたBBS実践─大阪城
　清掃グループワークの試み」…………豊住伸夫（茨木BBS会）、

	 	 和田佳奈子・柳本理佐（茨木BBS会・追手門学院大学大学院）
２．「児童自立支援施設におけるセクシュアルマイノリティ児
　童支援確立に向けた一考察─全国施設実態調査と職員意
　識調査を実施して─」	 	
	 …尾﨑万帆子（常盤大学大学院）、石澤方英（千葉県生実学校）
３．「児童養護施設を対象とした施設内暴力の実態把握とその
　抑止策への展開」	…………………………………………岡田強志
４．「社会福祉施設側の支援対象者受け入れに関する実態調査
　の報告（その２）」	…………………………江口賀子（西九州大学）
　
13 時 15 分〜 16 時 15 分　テーマ別分科会

　第１分科会　　「児童福祉施設における『児童間暴力』を考
　　　　　　　　える─児童養護施設・児童自立支援施設の実
　　　　　　　　践を中心に─」
企画者・司会：遠藤洋二（関西福祉科学大学）
話題提供者：城戸孝典（信愛学園）
　　　　　　　篠原拓弥（関西福祉科学大学臨床福祉学研究科）
　　　　　　　遠藤洋二（関西福祉科学大学）
　　　　　　　杉浦ひとみ（東京アドヴォカシー法律事務所）
　　　　　　　小林英義（東洋大学）

　第２分科会　　「性加害行為のある知的障がい者への支援」
企　画　者：山﨑康一郎（大阪人間科学大学）
話題提供者：益子千枝（兵庫県地域生活定着支援センター相談員）
　　　　　　脇田康夫（大阪府障がい者自立センター所長）
　　　　　　我藤諭（龍谷大学矯正・保護総合センターリサーチアシスタント）
　　　　　　山﨑康一郎（大阪人間科学大学）
指定討論者：菅原美穂（大阪保護観察所）

　第３分科会　　「情状鑑定の現状と課題─判決前調査制度の
　　　　　　　　可能性をめぐって─」
企　画　者：村尾泰弘（立正大学）
話題提供者：村尾泰弘（立正大学）
　　　　　　丸山泰弘（立正大学）
　　　　　　岡本吉生（日本女子大学）
　　　　　　須藤　明（駒沢女子大学）
指定討論者：藤原正範（鈴鹿医療科学大学）

　第４分科会　　「DV 被害者支援における子どもの視点と家
　　　　　　　　族支援のあり方」
企　画　者：松村歌子（関西福祉科学大学）
話題提供者：松村歌子（関西福祉科学大学）
　　　　　　立石直子（岐阜大学）
　　　　　　清末愛砂（室蘭工業大学）
　　　　　　高田恭子（大阪工業大学）
　　　　　　井上匡子（神奈川大学）

　第５分科会　　「少年矯正施設において“暴力”に対してど
　　　　　　　　う向き合っているか」
企　画　者：室井誠一（矯正研修所）
　　　　　　八田次郎（元法務教官）

話題提供者：中島　学（赤城少年院〔長期処遇施設〕院長）
　　　　　　近藤　隆（泉南学寮〔短期処遇施設〕寮長）
　　　　　　櫻田　香（交野女子学院首席専門官）
　　　　　　東村和人（大阪少年鑑別所統括専門官）

　第６分科会　　「児童福祉施設と学校との連携─『ともに育
　　　　　　　　てる視点』の共有とは─」
企　画　者：小木曽宏（房総双葉学園）
コーディネーター：梅山佐和（立命館大学、社会福祉士）
話題提供者：小木曽宏（児童養護施設房総双葉学園）
　　　　　　渡部靖久（児童養護施設千葉みらい響きの杜学園、
　　　　　　　　　　　　元小学校教員）

　　　　　　初谷千鶴子（千葉県高等学校スクールソーシャルワー
　　　　　　　　　　　　　カー、淑徳大学大学院）

　第７分科会　　「学校における紛争解決教育─修復的司法の
　　　　　　　　原理に学ぶ─」
企　画　者：竹原幸太（東北公益文科大学）
話題提供者：宿谷晃弘（東京学芸大学）
　　　　　　五十嵐弘志（マザーハウス）
　　　　　　田中圭子（一般社団法人メディエーターズ）

　大会参加費
　　会員　　　　　　3,000 円（学生・大学院生は 1,000 円）
　　非会員　　　　　4,000 円　
　　弁当　　　　　　1,000 円（両日の場合は 2,000 円，要予約）
　　懇親会　　　　　5,000 円（要予約）

　参加申し込みとお願い
１．参加申し込みは、①学会ホームページからのウェブ登録、
または②同封の FAX用紙にてお願いします（原則学会ウ
ェブサイトからの申し込みです。ウェブ申し込みできない方のみ
FAXをご利用下さい）。

２．参加費等は同封の「振込取扱票」をご利用下さい。郵便局
等に設置されているATMをご利用頂ければ手数料が 80
円です（手数料はご負担下さい）。

３．会場に食堂等はありません。周辺の飲食店・コンビニエンス
ストアをご利用頂くか、事前申し込みの弁当をご利用下さい。

４．宿泊の斡旋は行いません。
５．自家用車での来場はお断り致します。
６．会場はすべて禁煙です。また周辺での喫煙もご遠慮願いま
す。

　後　援　
　大阪府社会福祉協議会、学校法人追手門学院（予定）

　事務局　
　古川隆司（事務局長，追手門学院大学）

　〒 567-8502　大阪府茨木市西安威 2丁目 1− 15
　　　　　　　FAX　  参加申し込み用紙に記載しています
　　　　　　　Email　 shihofukushi15@yahoo.co.jp

　各登壇者へのお願い　
①自由研究報告・分科会の配布資料は各自で 50 部程度を目安
　に準備をお願いします。残部は持ち帰って下さい。
②登壇予定の方は、当日（8/3）9 時までに受付で参加の確認
　をお願いします。打合せは各会場でお願いします。
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　このほど、会員情報の内容確認や会費の納入状況が確認できる「マイページ」を開設いたしました。どうぞご利用下さい。

（1）ログイン画面
　本号ニュースレターに同封の「会員登録情報更新のお願い」に ID（会員番号）とパスワードを記載しています。その IDとパ
スワードを入力してください。
※今後、パスワードが不明になられた場合には、「パスワードを忘れた方はこちらから」をクリックしてパスワード照会を行っ
　てください。
※パスワードは、第三者に悪用されないためにも、定期的に変更することをおすすめします。

（2）会員専用ページ・トップ
　ログインしていただきますと、以下のメニュー画面が表示されます。「画面へ」をクリックしていただきますと、ご自身の登
録内容の確認や変更、会費の納入状況の確認ができます。

日本司法福祉学会　マイページご利用案内

　本号をもって、紙媒体でのニュースレターを廃止することになりました。今後は、学会 HP やメール
での情報提供となります。ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

事務局からのご連絡
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日本司法福祉学会 2013 年度
特別会計（日本司法福祉学会国際交流基金）報告

（2013 年 4 月 1 日〜 2014 年 3 月 29 日）

日本司法福祉学会 2013 年度決算報告
（2013 年 4 月 1 日〜 2014 年 3 月 29 日）

（円）

科　　　目 予　算 中間決算 決　算

収
入
の
部

2012 年度より繰越金 926,768 926,768 926,768

会費

2013 年度会費 1,400,000 1,225,000 1,512,000
過年度会費 100,000 100,000 172,000
入会金 40,000 15,000 26,000
合計 1,540,000 1,340,000 1,710,000

助成金・
寄付

日立みらい財団
助成金等 100,000 100,000 100,000

その他 0 9,105 650,924
合計 2,566,768 2,375,873 3,387,692

支
出
の
部

事務局費

通信費 300,000 97,040 235,458
管理労務費 200,000 65,525 70,525
ニュースレター
発行費 200,000 60,000 177,750

会計監査費 80,000 0 1,000
合計 780,000 225,565 484,733

会議費
理事会費 300,000 0 233,200
その他会議費 50,000 20,600 61,230
合計 350,000 20,600 294,430

全国大会費 実行委員会補助費 300,000 300,525 300,525

学会誌
編集費

編集委員会費 40,000 28,820 55,420
生活書院
編集委託費 620,000 600,840 600,840

その他 60,000 60,296 71,783
合計 720,000 689,956 728,043

予備費 416,768 45,360 347,845
合計 2,566,768 1,279,006 2,155,576

2014 年 3月 29 日現在残高　1,232,116 円

適正な会計処理がなされていることを認めます。
　2014 年 4月 2日　会計監査　佐々木光郎
2014年 4月 30日　会計監査　八田　次郎

2014 年 3 月 29 日現在の財産状況（日本司法福祉学会）
　　１．ゆうちょ銀行振替口座残高　	 56,000 円
　　２．ゆうちょ銀行総合口座残高	 1,145,392円
　　３．現金	 30,724円

収入の部
2012 年度繰越金 1,290,909
受取利子 338
合計 1,291,247

支出の部

NOFSWシアトル大会通訳者旅費・滞在費等 184,948
名古屋大会NOFSW講師旅費 292,512
名古屋大会NOFSW講師滞在費 118,000
名古屋大会NOFSW講師出迎え旅費 6,000
名古屋大会通訳者費用 53,025
一般会計への取り崩し（事務局事務委託のため） 636,762
合計 1,291,247

2014 年 3月 29 日現在残高　0円

（円）

科　　　目 2013 年度
予算

2014 年度
予算

収
入
の
部

前年度より繰越金 926,768 1,232,116

会費

当年度会費 1,400,000 1,600,000
過年度会費 100,000 100,000
入会金 40,000 40,000
合計 1,540,000 1,740,000

助成金・寄付 日立みらい財団助成金等 100,000 100,000
その他 0 0
合計 2,566,768 3,072,116

支
出
の
部

事務局費

通信費 300,000 200,000
管理労務費 200,000 0
事務委託費（国際文献社） 0 620,000
HP管理費（リトルグリーブ） 0 60,000
ニュースレター発行費 200,000 60,000
会計監査費 80,000 50,000
合計 780,000 990,000

会議費
理事会費 300,000 100,000
その他会議費 50,000 50,000
合計 350,000 150,000

全国大会費 実行委員会補助費 300,000 300,000

学会誌編集費

編集委員会費 40,000 40,000
生活書院編集委託費 620,000 610,000
その他 60,000 40,000
合計 720,000 690,000

国際交流費 NOFSW大会参加補助等 0 100,000
予備費 416,768 842,116
合計 2,566,768 3,072,116

日本司法福祉学会 2014 年度予算
（2014 年 4 月 1 日〜 2015 年 3 月 31 日）

（円）

収
入
の
部

日本司法福祉学会全国大会費
日本司法福祉学会国際交流基金からの支出
参加者大会参加費
参加者昼弁当代
参加者懇親会費
大幸財団助成金

300,000
469,537
595,080
161,000
462,000
150,000

合計 2,137,617

支
出
の
部

大会準備費（大会シンポジウム打ち合わせ会旅費）
大会ニュース発行・発送費
大会参加確認葉書代金等通信費
大会抄録集印刷費
海外講師招聘費
大会シンポジウム・分科会のシンポジスト等旅費
会場費（ウインクあいち）
大会会場設営・大会用物品等購入費
学生等アルバイト労賃
昼弁当代
懇親会費（神戸館）
その他

52,920
117,894
20,890
133,140
469,537
300,510
111,050
132,886
153,000
152,520
465,525
27,745

合計 2,137,617

　適正な会計処理がなされていることを認めます。
　2014 年 3 月 1 日

日本福祉学会事務局長　藤原正範

日本司法福祉学会名古屋大会（2013 年 8 月 3 〜 4 日）
決算報告書

「支出の部・予備費」の内訳について
（円）

日本社会福祉系学会
連合分担金 30,525

過払い金の返還 14,835
大阪大会シンポ録音反訳費 39,165
司法福祉理論研究会講師料 10,000
事務局移転に伴う費用
　・業者への準備金等の支払
・事務局打合せ・引継会旅費

253,320

合計 347,845

（補足説明）
「収入の部・その他」の内訳について

（円）

利子 162
入金間違いによる
過払い金 4,000

2014 年度会費 10,000
国際交流基金の
取り崩し 636,762

合計 650,924

適正な会計処理がなされていることを認めます。
　2014 年 4月 2日　会計監査　佐々木光郎
2014年 4月 30日　会計監査　八田　次郎


